
  

 

2学期、中学校の仕上げと高校入試に向けて準備する日々 

地球の平均気温が観測史上最高となったこの夏、迎えた二学期は暑さとの闘いの中、体育祭、合

唱コンクールと成功させてきました。３年生にとっては「最後」がつく中学校生活でした。 

１１月半ば、校舎わきのイチョウがようやく黄金色になり、季節の移ろいが遅くても時は容赦な

く過ぎていくことを感じずにはいられません。「受験生」である３年生が「受験」モードに切り替

わるのを期待し、私立の個別相談や学習の進捗状況を気にかけながら、３学年職員は生徒一人一人

の進路選択を支えてきました。保護者様には、３回にわたる三者面談にご協力いただき感謝申し上

げます。 

本日から冬休みに入ります。いよいよ私立高校出願、年が明ければ県公立高校の出願準備と入試

に向けて追い込みとなります。お子様の進路決定まで、学校とご家庭が連携してまいりましょう。 

 

 

保育実習で幼児とのふれあいから学んだこと 10/18・19 

家庭科の授業で保育実習に行きました。幼児が興味をもちそうなおもちゃを手作りして鎌塚保育所に

向かいました。幼児にとまどう生徒、おもちゃに人気が集まった生徒と、反応はさまざまだったようで

す。幼児への理解がより一層深まったことでしょう。 

２学期を振り返って                      ３学年代表 ２組 吉沼 優介さん 

 この２学期を振り返ると,たくさんの行事がありました。体育祭や合唱コンクール、私たち三年生にと

って、これらの最後の行事は昨日のことのように思い出されます。 

 ９月の体育祭では、特に「よさこい」が思い出に残っています。一年生の時に先輩方に一から教えて

もらった「よさこい」。今年は私たちが教える番になりました。法被を着て踊ったその「よさこい」 

からは、「伝統の大切さ」を学びました。 

 １０月の合唱コンクールで、私は実行委員長を務めました。合唱コンクールという伝統ある行事で 

全校の先頭に立つ仕事をしたのは初めてのことで、とても緊張したのを覚えています。私はこの合唱コ

ンクールで、校歌や学年合唱の指揮も務めました。一年生の頃から指揮者の経験があったものの、三年

生になって校歌の指揮という大きな役目を任された時は、少し不安でした。しかしコンクール当日クレ

アの大ホールで全校の心が一つになった歌声をステージの上で受け止めたとき、私は続けることの大切

さを教わりました。 

 この２学期はどの行事も仲間がいないと成立しないものばかりで、特に仲間の大切さを感じました。

この３年間ともに過ごした仲間だからこそ、助け合ってきた仲間だからこそ、三年生全員の、人として

の成長が見られた２学期だったと今,強く思います。 
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後期総合的な学習の時間 「教科発展学習」全２０時間 

教科の特性を生かし、深化・発展させた活動を中心に探究的な学習を１１月から始めました。 

コ ― ス 名 中心教科 探求する内容 

目指せ！ミュージシャン 音楽 作詞・作曲・演奏 

表現の可能性を探ろう！ 国語 様々な表現法と創作 

世界をみつめよう 家庭 世界の衣食住  SDGsとの関わり 

ミニ大河ドラマの制作 社会 歴史や時事問題の映像 

世界を旅しよう 英語 国際理解・観光 

生活を豊かにするアイテムの開発 技術 工作・家具・模型・建築 

スポーツを探求しよう 体育 スポーツの特性・実技 

その３０分の積み重ねが栄光の春をつかむ！ 朝
あさ

勝会
かつかい

とチョコスタ (後期学級委員会主催) 

２つの自主学習会が 12 月 4 日から始まりました。7:45 の「朝勝会」は静まり返った進路資料

室。志を同じくする仲間のペンの音が響きます。たかが 

30分、されど 30分。朝の学習は夜の２倍の効果あり。

放課後は「チョコスタ」（少し

勉強していこう）で教えあい

も OKの学習会。 

朝勝会とチョコスタで、君

も栄光の春を迎えよう！ 

 

＜進路関係のお知らせ＞ 

□進路通信６号（12/21配布） 冬休みから１月にかけての進路事務についてご確認願います。 

□第４回進路希望調査の提出 （１/９） 県公立高校受検者対象です。 

□第３回南部校長会テスト（1/１0実施） 県公立志望校の検討等、進路指導 資料として活用します。 

□県公立入学選考手数料の納付方法について 「所定用紙」（納付書）は 1/9(火)に配布予定 

納付書による振込は、令和６年１月から行うことができます。なお、それぞれの 金融機関の県内店舗若しくは

県外店舗の窓口にて、現金のみでの取扱いとなります。 そのため、各店舗の窓口が開いている時間内での納付を

お願いします。埼玉県公金を納付できる金融機関について https://www.pref.saitama.lg.jp/a1201/kinyukikan.html  

□県立高等学校の「電子出願 の利用の手引き」の県ホームページへの掲載 

https://www.pref.saitama.lg.jp/f2208/r6nyuushi-jouhou.html  左記の掲載ページをご覧願います。 


